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日頃のお買い物で食品ロス削減に貢献
食品マッチングプラットフォーム「ステナス」の
実証実験を東急ストアとライフで１０月から開始

株式会社東急ストア（本社：東京都目⿊区）と株式会社ライフコーポレーション（東京本

社：東京都品川区）は、こどもの機会格差の解消を目指すネッスー株式会社および、一般社団

法人サスティナブルフードチェーン協議会と連携し、食品ロスとこどもの貧困の２つの社会課

題の解決を目指した食品マッチングプラットフォーム「ステナス」の実証実験を、食品ロス削

減月間である１０月に開始いたします。

「ステナス」は、まだ食べられるがスーパーで販売できなくなった生鮮・日配食品等を、マッ

チングプラットフォームを活用して、ひとり親世帯、奨学金受給学生、こども食堂等の団体な

どを含む消費者へ、リアルタイムにマッチングを行う仕組みです。利用者は、通常より安価に

商品を購入して、店舗に設置した専用冷蔵庫で購入した商品を受け取ることができます。この

取り組みを通じて、スーパーにおける食品ロスの削減と、困難を抱えた世帯の支援の両立を目

指します。

※画像はイメージです



１．本事業の背景

スーパーでは、外装の破損や販売期限切れによって、まだ食べられるのに販売できなくなっ

てしまった食品を、行政等を通じて子ども食堂等へ寄贈する動きが広がっております。ただし、

そうした取り組みの多くは食品が利用者に届くまでに時間がかかってしまうため、賞味・消費

期限が短い生鮮食品の寄贈ができず、期限に余裕のある加工食品に限定されていました。そこ

で、本実証実験では、食品を必要としている方々にタイムリーに提供する仕組みを構築するこ

とで、期限の短い日配食品や生鮮食品等を対象として実施いたします。

２．「ステナス」実証実験概要

実施店舗：

対象商品：

実施期間：

利用方法：

注文・受け取り可能時間：１２時～２０時

本事業は、環境省の「令和７年度 食品の消費行動に伴う食品ロス削減対策導入モデル事業 」の

採択事業として実施するものです。

実証実験の全体スキーム

東急ストア中目⿊本店

ライフ竹の塚店、千歳烏山店、西蒲田店

青果（野菜・果物）・グロサリー

※東急ストアとライフでは対象商品が異なります

１０月６日（月）～１１月３０日（日）

専用サイトから会員登録のうえ注文



以 上

３．会社・団体概要

会 社 名 ：

代 表 者 ：

設 立 ：

本 社 ：

事業内容：

Ｕ Ｒ Ｌ ：

株式会社東急ストア

代表取締役社長 大堀 左千夫

１９５６年１０月

東京都目⿊区上目⿊１丁目２１-１２

スーパーマーケットチェーン

https://www.tokyu-store.co.jp/

会 社 名 ：

代 表 者 ：

設 立 ：

本 社 ：

事業内容：

Ｕ Ｒ Ｌ ：

株式会社ライフコーポレーション

代表取締役社長執行役員 岩崎 高治

１９５６年１０月

東京本社（東京都品川区東品川４-１２-３品川シーサイドTSタワー１３F）

スーパーマーケットチェーン

http://www.lifecorp.jp/

会 社 名 ：

代 表 者 ：

設 立 ：

所 在 地 ：

事業内容：

Ｕ Ｒ Ｌ ：

団 体 名 ：

代表理事：

設 立 ：

所 在 地 ：

事業内容：

Ｕ Ｒ Ｌ ：

一般社団法人サスティナブルフードチェーン協議会

入江満美

２０１９年１１月

東京都千代田区神田神保町３-８専修大学商学部渡辺達朗研究室

食品ロス削減など１社では取り組むことが難しい、フードサプライチェーンにおける

サスティナビリティの課題について、緩やかなネットワークでつながった有識者と

食品産業企業・団体が解決策を検証していくコンソーシアム

https://www.j-sfa.net/

ネッスー株式会社

代表取締役 木戸 優起

２0２２年６月１０日

東京都世田谷区代沢４丁目４４-４

ネッスーは「こどもの機会格差の解消」をビジョンに掲げるスタートアップ企業です。

フードバンク兼業型ネットスーパーの事業を通して地域の企業・団体などと連携し、

食や体験の格差に苦しむこどもがいない、やさしい社会の実現を目指しています。

https://nessu.co.jp/


